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電子線形加速器を用いたMo-99/Tc-99m製造システムのターゲット部分にGe-70を適用することで、PET用

核種として期待されている Ge-68/Ga-68を製造可能である。製造試験と計算結果との比較、及び、実規模

システムでの製造量の評価結果を報告する。 

キーワード：PET，医療用放射性核種，Ge-68，Ga-68，電子線形加速器，製造システム 

 

1. 緒言 

これまで小型・高製造効率化が可能な電子線形加速器を利用したMo-99/Tc-99m製造システムを検討して

きた。他の医療用核種製造も可能であればシステムの低コスト化が図れると考え、同システムの原料部分

にGe-70を用いたGe-68の製造量を評価した。 

 

2. Ge-68製造量評価 

2-1. 製造試験及び計算 

京大原子炉の電子線形加速器を用いて発生させた制

動放射線を天然Ge粉末試料に照射するGe-68製造試験、

及び、モンテカルロ輸送計算コードPHITS により導出

した制動放射線分布と Ge-70(γ,2n)Ge-68反応断面積

を用いたGe-68製造量計算を実施した。 

2-2. 実機模システムでの製造量評価 

35MeVにおいては，2-1の計算手法による評価誤差が

小さいと考え、同手法を用いた実規模システム(加速エ

ネルギ35MeV,電流値1mA)でのGe-68製造量を評価した。 

 

3. 結果・考察 

製造試験と計算結果との比較を図 1に示す。35MeV

以上では、実験値と計算値が30%以内で合っているが、

低エネルギ領域では乖離が大きいことがわかった。要

因の一つに、電子ビーム形状が考えられる。実機模シ

ステムでの Ge-68及び Ga-68の製造量評価結果を図 2

に示す。20時間の照射により、5.4×108Bq(約 3回の

PET検査分)のGa-68が製造可能なことがわかった。 
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図1 基礎製造試験と計算結果の比較
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図2 実機模ｼｽﾃﾑでのGe-68/Ga-68製造量評価結果
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